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あけましておめでとうございます

令和６年能登半島地震で被災さ

れた方々にお見舞い申し上げます。

こうして普段どおりに始業式を迎

えられたことのありがたさを改め

て感じています。

子どもたちの元気な声が学校に

戻り、三学期がスタートしました。

学年のまとめをしっかりと行い、

次年度に繋げていきたいと思います。

大谷グローブ披露 １／９

ロサンジェルスエンジェルス(現ロサンジェルス

ドジャーズ）の大谷翔平選手から、全国の小学校に

送られたグローブが関宮学園にも届きました。始業

式で披露しました。早速、壇上で、デモンストレー

ションを行いました。

大谷選手からのメッセージ

この３つの野球グローブは学校への寄付とな

ります。

それ以上に私はこのグローブが、私たちの次

の世代に夢を与え、勇気づけるためのシンボル

となることを望んでいます。

それは、野球こそが、私が充実した人生を送

る機会を与えてくれたスポーツだからです。

野球しようぜ。

大谷翔平

日々に感謝 小さな楽しさを見つけて

１月１日、能登半島で大地震が起きました。兵庫県北部にも津波警報が発令さ

れ、緊張した年始めとなりました。被災地では今も救助作業が続けられており、

無事の救出を祈っています。そして、被災された方々の少しでも早い復興を願っ

ています。また、２日、被災地に救援物資を運ぼうとしていた海上保安庁の飛行

機と日航機の接触事故もありました。海上保安庁の乗組員の方が亡くなる悲惨な

事故でした。ただ、日航機の乗客乗員は燃えさかる機体から無事脱出され、日頃

の訓練の大切さを感じた事故でもありました。何が起きるか分かりません。こう

やって、普通に始業式を迎えられるありがたさを改めて感じています。

さて、３学期は、学年のまとめの時期であり、次の学年の準備の時期でもあり

ます。９年生の生徒は、高校入試に挑み、高校進学という人生の大きな選択のと

きを迎えました。希望校への全員合格と、その後続く未来に、希望があふれるこ

とを願っています。

「今、何をしなければいけないのか」「今、何ができるのか」目の前のことを

１つずつやっていくことが大切だと思います。そして、記憶に残らない普通の日

々の中に、「給食がおいしかった」とか「汚れたところを見つけて掃除したら気

持ちよかった」とか、些細なことに楽しさを見つけてほしいです。小さな楽しさ

をいっぱい見つけて、素晴らしい２０２４年にしていってほしいと思います。

関宮学園 HP http://yabuboard.ed.jp/sekinomiyagakuen/


